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目標
①： 北極域における温暖化増幅メカニズムの解明
②： 全球の気候変動及び将来予測における北極域の役割の解明
③： 北極域における環境変動が日本周辺の気象や水産資源等に及ぼす影響の評価
④： 北極域航路の利用可能性評価につながる海氷分布の将来予測

戦略目標

短・中・長期の北極
航路利用を判断

寒波・冷夏などの異
常気象の変化を定
量的に評価

北極海及び周辺海
域の水産資源の変
動予測

北極評議会

日本社会・経済への貢献

国際的温暖化対策への貢献

気候変動に関する
政府間パネル

【研究観測】
・大気、海洋、海氷、海洋生物、永久凍土、植生、
積雪、氷河、氷床の各種観測
【データ解析、モデルの高度化】
・北極域温室効果気体の実態とその変動の把握
・北極気候システムにおける雪氷・雲・エアロゾル・
放射複合過程の役割の把握
・温暖化と海洋・海氷・雪氷・陸面変化との
関係の定量的評価
・全球気候モデルの高度化・精緻化
・海洋生態系変動予測モデル開発
・陸域、海水準変動モデルの新規開発
・海氷の長・中・短期変動予測モデル
の開発

実施する主な研究内容

増幅メカニズムの解明に
よる北極変動・変化のより
正確な理解、再現

Ｈ

成果

期待される研究成果

貢献

貢献

北極変動・変化の遠隔
影響に対するより正確な理解

、日本への影響評価

・北極域における大気、雲、海洋、
雪氷、陸面変動が温暖化増幅
に 果たす役割、特にアイスアル
ベドフィードバック効果の定量的
評価

・高度化・精緻化された陸面・雪
氷過程を組み入れた全球気候モ
デルの構築

・北極域を含む北半球中高緯度
大気の変動プロセスのより正確な
理解

・高度化・精緻化された北極海生
態系モデルの構築

・北極海氷海洋システムの変動
のより正確な理解

・北極海航路の効率的利用のた
めの運航支援システムの開発

国際北極科学
委員会
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実施体制

（代表機関）

国立極地研究所
（GRENE北極気候変動研究事業事務局）

（参画機関）

海洋研究開発機構

北極気候変動研究事業
運営会議

文部科学省 北極研究戦略小委員会

北極環境研究コンソーシアム
事務局

研究協力者

研究基盤

雲レーダー

北極域データアーカイブ

外国砕氷船

外国共同研究者・研究機関

研究基盤

海洋地球研究船

「みらい」

北極環境研究コンソーシアム

研究者・国際機関・計画

（研究課題）

研究代表者

大学・研究所・企業等
が参加

研究分担者
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実施体制

共同研究機関

・全国39の大学・研究機関等と共

同研究として、 ALL Japan体制で

実施

・参加研究者は約300人
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活動概要（観測活動）

野外観測件数 125件
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活動概要（基盤整備）

北極域データアーカイブシステム外国砕氷船・係留系

海洋地球観測船「みらい」 雲レーダ
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活動概要（北極域データアーカイブシステム）

データアーカイブ機能はもちろん、データ解析システムやリアルタイムモニタを実装した一大北極研
究データプラットフォームとして国際的にも高い評価を得ている。
※2016.2.19現在のデータ登録数 メタデータ １６９件 実データ ７８件
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研究成果（戦略研究目標①）
北極域における温暖化増幅メカニズムの解明
・北極温暖化増幅メカニズムの総合解析
・個別フィードバックの解析

北極温暖化増幅をもたらす気候
メカニズムについて、各気候フィー
ドバックステムの役割を明らかにし
た。

・夏期の海氷の減少の影響は、夏か
ら秋に季節を越えて海洋、大気に連
鎖していることが示された。
・温暖化を強める海氷、陸上の積雪
の減少とそれを抑える海洋の熱吸、
陸域の移流の効果など確認された。
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北極研究戦略委員会
資料＠文部科学省
2016.2.22

研究成果（戦略研究目標②）
全球の気候変動及び将来予測における北極域の役割の解明
・北極域の炭素循環
・北極広域雪氷変動
・北極域‐中緯度帯間の熱輸送
・氷河・氷床融解による海水準変動

陸面の状態と植生の変化、
その温室効果気体の増減へ
の関連が調査された。

・積雪期間の減少している。
・温室効果気体の増加。
・大陸の地域に植生が大陸の東西
で変動状況を明らかにした。
・大気循環のプロセス。
・氷河氷床の急速な融解の確認

Change in tree growth (tree ring index)

from 1960' to 1990' or 2000' 
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研究成果（戦略研究目標③）
北極域における環境変動が日本周辺の気象や水産資源等に及ぼす影響の評価

Δ
Z5
0

Δ
Z5
0
0

・北極海･周辺海域の海洋酸性化の実態と
基礎生産力の維持機構を明らかにした。
・温暖化・海氷減少に伴う北極海・周辺海域
での優占グループの変化を確認した。

北極-中緯度気候リンクが明ら
かになった。

・北極の気候変動が、日本に
おける寒波・大雪に与える影
響を明らかにした。
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研究成果（戦略研究目標④）
北極海航路の利用可能性評価につながる海氷分布の将来予測
・海洋熱循環・海氷ラフティングと海氷分布変動
・北極海熱収支の変動と海氷
・海氷分布予測と航行支援情報

Atlantic Water

Pacific Water

・北極海の海洋が海氷変動に与える影響を観
測、予測した
・夏期の海氷減少の高精度予測に成功した
・航行支援システムを構築し公開を行なった

航行支援システムの構築

Upper ocean circulation

海洋観測および予測（長期予測） 北極海の海氷分布予測（中期予測） 11



北極域研究推進プロジェクト（ArCS）
北極研究戦略委員会
資料＠文部科学省
2016.2.22

ArCSの目標

n 急変する北極域の気候変動の解明と環境変化、社会への影響を明らかにし、内外の
ステークホルダー（国際的機関、行政、民間、NGO等の関係機関及び関係者）が
持続可能な北極の利用等諸課題について適切な判断を可能とする精度の高い将来
予測や環境影響評価等を行う。

n 国立極地研究所、海洋研究開発機構及び北海道大学の３機関が、関係各機関と
連携し、気候、物質循環、生物多様性に関する研究を総合的に推進。

n 北極に関する包括的な研究から科学的な知見を統合し、データマネジメントや人文・
社会科学的観点からの検討を加えた上で、ステークホルダーにとって有効かつ重要な
情報を提供。

n 科学的な研究のみならず、国際連携拠点の整備、若手研究者の派遣を含む人材
育成、AC等北極関連会合への専門家派遣を実施し、北極域における国際連携や
北極に関わる諸課題の解決に資する若手人材の育成を推進。
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